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　脳と言語の関係についての研究は、1861年にBrocaが発話障害を呈した症例を剖検し、左前頭葉の梗塞性病変
を確認して脳における言語機能の局在を示唆したことに始まるとされている。その後、脳病変を有する症例の臨
床症状の検討や脳外科手術時の皮質刺激実験などが重ねられて脳の各部位の言語関連機能の推定が行われてき
た。
　近年になってPETやfMRI、さらには脳幾等（MEJ）や光トポグラフィの導入によって、健常人を対象とした
言語機能の非侵襲的な研究が盛んに行われるようになった。
　例えば単語の読みに関するある実験では、①単語の黙読、②その音読、③その単語に関連のある単語をい
わせる、の3課題での脳活動を記録している。その結果、まず黙読では主に視覚中枢の活動が確認された。一方、
音読では発話に関連する運動中枢の活動が認められたが、理解に関連すると考えられる部位の活動はほとんど認
められなかったという。つまり、単純な音読時にはいちいち内容を理解しないで読み上げているとも解釈でき、こ
のことはわれわれの経験からもある程度納得できる。ただし、他の研究では音読時に脳内の辞書中枢と目されて
いる部分の活動も高まったとされており、さらに小脳にも活動がみられたという。小脳に運動関連機能のほか、高
次の認知機能があるのか否かは今後の興味ある課題のひとつであろう。なお、③の関連語の想起と発話には思考
や意識の集中に関連する部位の活動が観測されている。
　こうした実験では、これまで被験者のタスクとして単語を取り扱うことに限定されていた嫌いがあるが、最近
では文レベルについての研究も発展しつつあり、生得的に言語機能を持つとされるヒトの特質が、さらに解明さ
れていくことが期待される。
　21世紀は脳科学と遺伝子科学の時代であるといわれる。とくに高次脳機能の研究には言語学的視点が不可欠で
あり、また言語学者も脳の機能を念頭において考察を進める必要があると思われる。臨床医学においても言語の
問題は精神医学、神経内科学、脳神経外科学、耳鼻咽喉科学、あるいはリハビリテーション医学など多彩な分野
に関連しているが、将来の医学教育や基礎的研究の中に、言語機能についての学際的なアプローチが取り入れら
れていくことが望まれる。
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